不第29号様式

　　年　　月　　日
　　山梨県労働委員会
　　　会長　　　　　　　　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申立人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被申立人　　　　　　　　　
ファクシミリ利用申出書
　山労委　　年（不）第　　号　　　　　　　　　不当労働行為事件について、ファクシミリの利用を希望します。連絡責任者等は、次のとおりです。
１　連絡責任者職氏名
　２　連絡先住所
　３　ファクシミリ番号
　４　電話番号
不第29号様式添付資料（申立人・被申立人への説明資料）
ファクシミリによる書類の送受信について
１　ファクシミリの利用
　ファクシミリによる書類の送受信は、当事者双方の了承のうえで行います。ファクシミリによる書類の送受信を希望するときは、連絡責任者、連絡先、ＦＡＸ番号、電話番号を不第29号様式「ファクシミリ利用申出書」によりお知らせください。
　なお、ファクシミリによる書類の送受信を困難とする特別な理由がない限り、ファクシミリの利用をお願いします。
２　送信できる書類
　ファクシミリで送信できる書類は、次のとおりです。これらの書類は、ファクシミリで送信されたものを正式な文書として受理します。ただし、送信枚数が多い場合には担当職員にご相談ください（郵送又は持参をお願いすることがあります）。
　○答弁書、証人等尋問申請書、証拠説明書、準備書面、受領書
３　疎明資料及び最後陳述書の送信
　疎明資料及び最後陳述書のファクシミリによる送信については、会長（審査委員長）が適否を判断します。
４　相手方当事者への直送
　(1)答弁書、証人等尋問申請書、証拠説明書、準備書面、疎明資料（会長（審査委員長）が送信を認めたものに限る。）については、相手方当事者に対してもファクシミリにより直送し、当委員会に送信する書類の余白に「直送済」と付記してください。
　(2)ファクシミリで書類を直送された当事者は、送信されたものを副本として扱い、受領書を当委員会及び直送した当事者にファクシミリで送信してください。受領書には、事件番号、当事者名、受信者名、受信（受領）書類名を記載してください。
５　文書の書式
　(1)実務上記名押印又は署名している書類には、記名押印又は署名した書類を送信してください。
　(2)複数枚の書類にはページ番号を付けてください。
　(3)送信する場合には、事件番号、当事者名、送信者名、送信書類名、送信枚数を記載した送信書を送付してください。
　(4)送信する書類のサイズは、Ａ４版に限ります。
６　ファクシミリ利用時間
　　原則として平日の午前８時３０分から午後５時００分までです。
７　送信期限
　会長（審査委員長）が指定する日までに送信してください。期限内に送信できない場合には、改めて正本・副本・写しの提出を指示することがあります。
８　当委員会の連絡先
　　山梨県労働委員会事務局　総務審査担当
　　　FAX　055-223-1828　　　　TEL　055-223-1826  

